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水俣市まち・ひと・しごと創生総合戦略 骨子 

 

 ◆水俣市まち・ひと・しごと創生総合戦略とは 

   「しごと」が「ひと」を呼び込み、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を作り上げ、それを

支える「まち」には、人々が安心して暮らし、働き、子どもを産み育てる。 

まち・ひと・しごと創生が目指す、真の豊かさを実感できるまちづくりの実現に向けて、本市

の「第５次水俣市総合計画」に掲げる、本市の目指す将来像である〝人が行きかい、ぬくもりと

活力ある「環境モデル都市みなまた」〟の実現を図りつつ、国、県の総合戦略とも歩調を合わせ

ながら、本市の独自性を最大限に活かし、地域の活力を高め、将来に向けた持続可能な地域社会

の実現を図るための施策を総合的に推進するための指針。 

 ◆計画期間 

   平成２７年度から平成３１年度までの５年間。 

◆基本目標 

① 水俣を支える産業づくり・安定した雇用の確保 

② 水俣で夢をかなえる人材を育てる・呼び込む 

③ 水俣で結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 誇れるふるさと・みなまたをつくる 

 

 【基本目標１】水俣を支える産業づくり・安定した雇用の確保 

   地域の特性や資源を活かして、地場企業の支援、新たな産業の育成及び環境産業の誘致に取

り組み、雇用や地域経済の活性化に努める。 

◇施策の基本方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）定住化の促進 

２）産業振興による経済の活性化（強い産業づくり） 

①地場企業の「企業力」強化による産業の振興 

②地場企業への支援体制の構築 

③環境・エネルギー産業の育成 

④企業誘致による産業の振興 

３）農林水産業の振興 

①土地基盤、施設等の整備 

②担い手確保と新規参入者支援 

③地産地消と“みなまたブランド”づくりの推進 

④組織体制の強化 

⑤元気村づくりの推進 

⑥豊かな漁場づくり 

４）商業の振興 

①活気ある商店街づくり 

②まちづくり団体との協働による商店街活性化 

５）水俣の新しいイメージの創造 

①「初恋のまちづくり」の推進 
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【基本目標２】水俣で夢を叶える人材を育てる・呼び込む 

市のさらなる活性化を図っていくために、これまで築いてきた「環境モデル都市・水俣」の

イメージを大切にしながら、地域の特性、本市に存在する様々な資源を見直し、新たな水俣の

イメージの創造に取り組む。 

「遊びに行く・水俣」、「学びの場・水俣」、「働く場・水俣」及び「くらしの場・水俣」、そ

れぞれの魅力を積極的に発信していくことによって、観光入込客数、移住定住者数等の増加を

目指すとともに、本市を舞台とした交流の輪を広げていくことで、交流人口の増加、ひいては

定住人口の増加に向けた礎を築くことを目指す。 

◇施策の基本方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）環境学習都市づくり 

①公害・環境学習の拠点づくり 

②公害・環境学習のプログラムの充実 

③高等教育・研究活動拠点施設の整備（環境アカデミー構想） 

２）観光振興を経済の柱に 

①観光ＰＲ、観光素材の磨き上げ  

②魅力ある湯の児温泉づくり 

③湯の鶴癒しの村づくり 

④エコパーク広域交流拠点づくり 

 

 

 

【基本目標３】水俣で結婚・出産・子育ての希望を叶える 

    水俣市で、次世代を担う子どもたちを生み、育ててよかったと思えるよう、また、水俣市で

育った子どもたちが、将来ここで子育てしたいと思えるようなまちづくりを推進するため、総

合的な施策の展開を図る。 

◇施策の基本方向 

１）地域における子育ての支援 

２）子どもと親の健康づくり 

①母性並びに乳幼児及び幼児等の健康の確保及び増進 

３）仕事と子育てを支える地域づくり 

①子育てを支援する生活環境の整備 

  ②職業生活と家庭生活との両立支援 

  ③子どもの安全確保 

４）支援の必要な児童等への取組の推進 

  ①家庭への支援 

５）子ども達のための学校教育の充実 

  ①小中学生の学力と体力向上 

②誰もが楽しく学べる教育環境づくり 

  ③安全・安心な学校施設の整備・充実 
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【基本目標４】誇れるふるさと・みなまたをつくる  

  水俣病問題の最終解決に努めるとともに、環境を基軸としたまちづくりを展開する中で、日

本の環境首都として、政府選定による環境モデル都市に関する取組を住民協働で進め、地球温

暖化防止に向け先導的な役割を果たす。 

   水俣で暮らす誰もが健康で快適に、安心して暮らすことができるよう医療、保健、福祉の充

実を図り、高齢者や障がい者が地域の中で共に暮らせるシステムを整備していく。 

  また、地域の自治や防災活動を活性化するため、自治会組織の充実、住民主体の地域活動の

支援及び助成に努める。 

◇施策の基本方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）水俣病の解決に向けて 

①水俣病被害者の救済支援 

②水俣湾埋立地の安全対策 

２）「環境モデル都市」の推進 

①ゼロ・ウェイスト（ごみゼロ）の推進 

②再生可能エネルギーの導入促進 

３）豊かな自然を大切にするまちづくり 

①水源かん養機能の向上 

②花と緑のまちづくり 

４）安心・安全なまちづくり 

①防災のまちづくり 

②安心して暮らせるまちづくり 

５）地域医療の充実と医療・介護の人材確保 

①地域医療を支援する病院 

②医療・介護の人材確保 

６）健康づくりの推進 

①元気に老い、安心して暮らせる地域づくり 

７）快適なまちづくり 

①コミュニティバス等の市内公共交通の利便性向上 

②肥薩おれんじ鉄道の利便性の向上と利用促進 

③安定給水の確保 

④水俣市簡易水道事業等統合計画の推進 

８）自治会活動の活性化 

①地域づくり団体活動の推進 

９）地域の一体感の醸成・生きがいづくりの推進 

①スポーツの振興 

②文化の薫るまちづくり 

③社会教育事業の推進 

④日本一の読書のまちづくり 

 


